
減少
悪化

増加
好転

　多くの業種で販売価格の改定を行うも、人件費、燃料費、原材料費、光熱費の高
騰により収益状況は悪化している様子がみられる。また、建設設計や運輸業では、
人手不足に伴い受注業務を調整する動きもあり、人手不足の深刻な状況が窺える。
さらに、旅館業でも、夏休みシーズンを前に、人手不足を不安視。

販売価格を見直すも、収益状況は好転せず
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主要DI の推移（全体）

概 況

景況天気図（前年同月比）
売上高 在庫数量 販売価格 取引条件 収益状況 資金繰り 設備操業度 雇用人員 業界の景況

全業種平均

製
　
造
　
業

食料品

繊維製品

窯業 ･土石

機械 ･金属

その他

非
　
製
　
造
　
業

卸売業 −

小売業 −

商店街 −

サービス業 − −

建設業 − −

運輸業 − −
天気図は、各景況項目について調査月と前年同月を比較して、DI 値を基
に判断したものです。
DI値 ＝（増加・好転）−（減少・悪化）÷回答数

情報連絡員だより ～令和６年６月の報告より～

業界の景況D I収益状況D I売上高DI



コメント掲示板
《製造業》

食 料 品
［パン］学校給食向けは加工賃アップにより、収益状況は好転している一方で、今後、電気料金の大
幅な上昇により、収益が圧迫される可能性を懸念している。

［菓子］売上は徐々に改善しているが、原材料の値上げが継続しており、収益好転には繋がっていない。
［製麺］荷動きは例年並みからやや減少傾向となっており、素麺等の夏商材も苦戦気味。

繊 維 製 品

［織物（伊勢崎市）］広巾織物について、伊勢崎市と共同事業を計画しており、今後の売上増加に期待
を寄せている。

［刺繍］企業によりばらつきはあるが、受注数量は前年比で増加傾向。
［インテリア関連］夏を迎え断熱効果の高いレースカーテンに注目が高まっており、一部商品の売れ
行きは好調。しかし、全体の動きは鈍く、収益確保は価格転嫁が進まず苦戦。

窯業 ･土石
［コンクリートブロック］セメントの値上げが予定される中、他の原材料価格も上昇するため、次回
の製品価格調整が課題。製品の輸送手段（車と運転手）の確保にも苦戦。

［生コン］出荷量について、北部地区及び渋川地区は増加したが、出荷量の多くを占めている中央地
区や東毛地区が減少したため全体としては減少。

機械・金属

［機械金属（高崎市）］組合員間で業績に格差が生じている様子。今後の為替等による経済への影響
が長期化し、業績が悪化する組合員の増加を懸念している。

［船舶］生産量は前年同月比９割程度で推移。タンカー船は鋼材価格高騰の影響から需要は伸びてい
ないが、ばら積み船は例年並みの需要となっている。

［自動車関連］２月の自動車メーカーの生産停止の影響から売上は前年比10～20％減。また、５月
の認証データ等不正の影響から、部品納入企業に多大な影響が出ている様子。

そ の 他
［製材］荷動きは鈍く、製品単価も下落気味。生産コストは上昇しているにもかかわらず、価格転嫁
は非常に厳しい状態。

［家具］前月に続いて受注状況に若干の改善が見られ、更なる状況好転に期待を寄せている。

《非製造業》

卸 売 業

［各種商品（高崎市）］人手不足が依然として深刻。新卒の確保だけでなく、中途採用、転職にも注力
しており、県産業支援機構が推し進めるプロフェッショナル人材の活用も検討中。

［食品加工卸］競合他社と差別化を図った加工を加えた製品が収益好転に一役買っている。仕入れに
おいて、国産品に比して、輸入品は大幅な価格改定が行われている。卸先に対して、再度の価格交
渉が必要な状況。

［再生資源］鉄屑について、国内スクラップの発生、荷動きは低調であり、入荷、在庫共に減少傾向。
為替相場が円安基調のため、輸出市況においてはプラス材料。

小 売 業
［家電］梅雨明けに備え、エアコンの在庫を増やし準備している中、その他一般家電の動きは鈍い。
［石油］燃料油激変緩和事業補助金により、小売価格は大幅な上下なく推移しているが、仕入価格
に関係なく価格を下げて販売する業者と価格競争が起き、利益率は低下。

商 店 街

［沼田市］７月から地域の祭りが開催され始め、８月３日～５日には沼田まつりが控えており、祭り
関連の商品が動き始めた。売上増を見込めるのではと期待を寄せている。

［前橋市］定額減税により、消費の押し上げ効果が期待されるも懐疑的。
［富岡市］富岡製糸場が世界遺産に登録されて10周年を迎え、メディアに取り上げられることもあり、
客足の伸びに期待を寄せている。

サービス業

［建設設計］人手不足が常態化し、組合が受注した業務について請け負いきれない状態。また、25
年４月からの改正建築基準法等が施行され、対応するための専門性を兼ね備えた人材の確保、対応
に苦慮している。

［伊香保温泉］客足は例年並みであったが、夏休みを迎えるにあたり、人手不足を懸念。
［四万温泉］宿泊人数、売上金額は、対前年比増の旅館が多いが、燃料費や原材料が高騰しているため、
販売価格を改訂しても収益好転には繋がっていない。

［美容］売上は昨年同時期と比較して微増。消費者の節約志向に伴い、来店サイクルが伸びている状
況が続いているが、徐々に回復傾向がみられる。

建 設 業

［建設］災害対応組織力の維持のため、公共事業予算の確保が必要だが、資材、燃料、労務単価等上昇、
人手不足、倒産の増加があり、緊急時対応が困難になることが予想される。

［電気工事］発注元から熱中症等防止用品の装着指示があり、体調不良防止対策を実施。
［塗装工事］材料費の値上げは落ち着いてきたが、送料の値上げに悩まされる状況で利益減少に繋
がっている。

運 輸 業 ［一般貨物運送］荷主との運賃交渉が進み改善がみられる。荷動きは低調だが、出荷が集中すると運
転手不足で車両の手配が困難となる傾向がみられる。

※本調査は、情報連絡員57人の報告を取りまとめ、その概要を示したものです。
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